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船引町美山地区
（美山まちづくり協議会）

まちづくりプレスまちづくりプレス

　
船
引
町
美
山
地
区
で
は
、
３
年
度

か
ら
福
島
県
「
大
学
生
の
力
を
活
用

し
た
集
落
復
興
支
援
事
業
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
現
在
、
芝
浦
工
業
大
学

（
東
京
都
）
と
連
携
し
、
地
域
の
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
地
区
の
子
ど

も
た
ち
に
、
地
区
と
田
村
市
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
学
び
の
場
や

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
と
、
若
い
世

代
と
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
、
既

存
の
資
源
や
人
材
を
生
か
し
た
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
担
い
手

づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
９
日
に
は
学
生
に
よ
る

現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
三
渡
神
社
な

ど
地
区
内
を
調
査
。「
薪
の
里
な
が
と

ろ
」
で
は
自
ら
重
機
を
使
い
山
林
を

切
り
開
き
、
四
季
折
々
の
山
野
草
を

育
て
る
佐
藤
満
男
さ
ん
や
、
学
生
と

同
世
代
で
あ
る
聖
石
温
泉
若
女
将
の

村
越
芽
生
さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
同
13
日
に
は
美
山
小
の
児
童
と
学

生
が
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
が
り
、「
未

来
に
残
し
た
い
美
山
の
風
景
」
を

テ
ー
マ
に
交
流
を
し
ま
し
た
。
学
生

た
ち
が
「
心
に
残
っ
た
風
景
」
を
ラ

ン
キ
ン
グ
で
紹
介
し
、
美
山
小
近
く

の
見
慣
れ
た
場
所
が
第
１
位
と
な

り
、
児
童
た
ち
は
驚
い
た
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
理
由
は

「
人
の
手
が
入
り
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。
癒
さ

れ
る
貴
重
な
風
景
で
あ
る
」
と
の
こ

と
で
し
た
。
同
大
学
の
中
口
毅
博
教

授
か
ら
「
風
景
と
S
D
G
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
に
は
関
連
性
が

あ
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
美
山
地
区
で
は
引
き
続
き
、
芝
浦

工
業
大
学
と
協
力
し
て
地
域
活
性
化

策
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
美
山
小
児
童
と
市
内
の
若

い
世
代
と
の
交
流
学
習
を
随
時
実
施

す
る
予
定
で
す
。

問総務部 経営戦略室(81-2117

東京の大学生と協力し、 地域の
魅力を生かした事業に取り組み、

新たな担い手づくりを目指す

　各地域のコミュニティ活動はじめ、福祉、環境、
スポーツ、教育、伝統などの分野で市民が主体と
なって活動する団体を市政だよりで紹介します。
　「わたしたちはこんな活動をしています」
　「一緒に活動する仲間を募集します」
　「地域の方と意見交換したい」など、
掲載を希望する団体の方は、経営戦略室へご連絡
ください。

　
中
山
間
地
域
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
美
山
地
区
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
芝
浦
工
業
大
学
の
学
生
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
若
い
世
代
を
中
心

に
柔
軟
な
発
想
で
、
少
し
で
も
地
区

の
活
性
化
が
図
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
ね
。

 自分たちが育てたかぼちゃを使った自分たちが育てたかぼちゃを使った
 スイーツ作りをする美山小児童（よりあい処華） スイーツ作りをする美山小児童（よりあい処華）

  バケツで育てたお米を羽釜で炊きましたバケツで育てたお米を羽釜で炊きました
 （聖石温泉ベースキャンプ） （聖石温泉ベースキャンプ）

芝浦工業大学生による現地調査の様子（薪の里ながとろ）芝浦工業大学生による現地調査の様子（薪の里ながとろ）

美山地区代表区長
（美山まちづくり協議会長）

佐藤 篤恵さん

エゴマ搾油北部エゴマ搾油北部作業所作業所

ｰ ｰ 11月の稼働月の稼働日 ｰ日 ｰ
 稼働日 … 11日 ( 火 )、 23日 ( 日 )

●受付　午前8時30分～11時30分

●場所　北部作業所（　船引町新舘）

●問い合わせ

　産業部 農林課　(81-2511

◆ 株式会社エスポアール  代表取締役　杉山直之さん（常葉町）　一般寄付金
◆ 株式会社シーワン 四季の宿天瑞 
     　　　　　　　　    　代表取締役　杉山直之さん（常葉町）　一般寄付金
◆ 東部自動車合資会社 代表　羽場愛一郎さん（船引町）　          一般寄付金
◆ 福島県中部郵便局長 夫人会 会長　早川恵子さん（郡山市）　   一般寄付金
◆ 福島県中部郵便局長 会長　早川桂一さん（郡山市）　              物品　

まごころありがとうございます
次の方から市に寄付をいただきました

『
大お

お
か
ぶ
ら
や

鏑
矢
神
社
の
文
化
財
』

５
７
６
（
天
正
４
）
年
、

三
春
城
主
田
村
清き
よ
あ
き顕
が
奉

納
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
大
鏑
矢

（
や
じ
り
）
が
祭
ら
れ
て
い
る
大

鏑
矢
神
社
に
は
、
国
認
定
重
要
美

術
品
の
「
御お
か
な
ば
ち

鉄
鉢
」
と
市
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
「
大
鏑
矢
神
社

の
夫め
お
と
じ
し
ま
い

婦
獅
子
舞
」
の
２
つ
が
文
化

財
が
あ
り
ま
す
。

　

鉄
鉢
に
は
、『
敬
白
奉
鋳
大
鏑

矢
大
神
御
鉢
奥
州
田
村
庄
船
引
朝

国
文
明
十
九
丁
未
六
月
一
日　

同

日
谷
田
根
岸
大
工
秀
次
』
と
彫
ら

れ
て
お
り
、
田
村
庄
に
住
む
船
引

朝
国
が
１
４
８
７
（
文
明
19
）
年

に
日
谷
田
根
岸
（
現
在
の
郡
山
市

日
和
田
町
根
岸
）
の
大
工
秀
次
が

作
っ
た
鉢
を
大
鏑
矢
神
社
に
奉
納

し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
船
引
と
い
う
文
字
は
、
堂ど
う

山や
ま
お
う
じ

王
子
神
社
の
順じ
ゅ
ん
れ
い
の
う
さ
つ

礼
納
札
に
書
か

れ
て
い
た
98
（
明
応
７
）
年
よ
り

も
古
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
年
月

が
分
か
る
も
の
の
中
で
最
も
古
い

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
船
引
朝
国
と
い
う
名
前

か
ら
想
像
す
る
と
船
引
町
中
町
地

区
に
あ
る
船
引
城
の
城
主
か
そ
れ

に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

鉄
鉢
は
仏
具
と
し
て
、
中
世
に

盛
ん
に
神
前
・
仏
前
に
お
さ
い
銭

受
け
と
し
て
供
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
鉄
鉢
は
、
田
村
市
の
み
な
ら

ず
福
島
県
内
最
古
の
も
の
と
し

て
、
歴
史
上
、
金
属
工
芸
上
、
産

業
上
、
文
化
史
上
大
き
な
価
値
を

持
つ
も
の
で
す
。

　

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
大
鏑
矢
神
社
の
夫
婦
獅
子
舞
」

１

は
毎
年
１
月
３
日
に
氏
子
の
家
を

巡
っ
て
舞
う
「
お
渡
り
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
2
年
は
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
巡
る
こ
と
は
で

き
ず
、
神
前
で
の
み
奉
納
舞
が
行

わ
れ
ま
す
。
オ
ス
と
メ
ス
が
一
体

と
な
っ
た
獅
子
は
、
長
さ
が
５

メ
ー
ト
ル
の
「
お
こ
ろ
も
」
が
つ

き
ま
す
。
夫
婦
獅
子
舞
は
全
国
的

に
も
珍
し
く
、
継
承
さ
れ
て
い
る
も

の
も
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

　

夫
婦
獅
子
舞
に
使
わ
れ
る
２
頭

の
獅
子
頭
は
、
言
い
伝
え
で
は

８
０
２
（
大
同
２
）
年
に
船
引
時

ノ
宮
に
天
か
ら
降
り
、
地
元
の
人

た
ち
が
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
誰
も
持
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
大
鏑
矢
神
社
の
宮
司
が

試
す
と
楽
々
と
持
ち
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
神
社
に
奉
納
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
の
他
、
未
指
定
で
は
あ
る
も

の
の
船
引
町
板
橋
地
区
に
継
承
さ

れ
て
い
る
板
橋
太
々
神
楽
も
毎
年

４
月
の
春
祭
と
11
月
の
秋
祭
（
近

年
で
は
10
月
末
の
土
日
）
に
大
鏑

1

3

1_ 大鏑矢神社
2_ 市指定無形民俗文化財の「夫

め お と じ し ま い
婦獅子舞」

3_ 国認定重要美術品の「御
お か な ば ち

鉄鉢」

次回は、「佐久間庸
ようけん

軒」を紹介する予定です。
田村市の文化財一覧はこちら▶▶▶

矢
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
橋
の
太
々
神
楽
は
、
１
８
５
６

（
安
政
６
）
年
に
当
時
の
瀬
川
村

大
倉
か
ら
伝
授
さ
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

各
地
で
春
、
秋
の
祭
り
に
合
わ

せ
て
舞
わ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
や

三
匹
獅
子
舞
に
つ
い
て
は
、
今
後

改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

2


